
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種紹介 

○「第６次県工事事故防止対策推進計画」（宮城県事業管理課 HP） 

  URL：「https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/dai6jisuisinnkeikaku.html」 

○「令和６年度県工事事故防止対策事業計画」（宮城県事業管理課 HP） 

  URL：「https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/reiwa6jikoboushitaisaku.html」 

○「職場のあんぜんサイト」（厚生労働省 HP） 

  URL：「https://anzeninfo.mhlw.go.jp/#」 

○「エイジフレンドリーガイドライン」（厚生労働省 HP） 

  URL：「https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_10178.html」 

 

県では、事故防止を図るために「第６次県工事事故防止対策推進計画」及び「令和６年度工事事故防止対策

事業計画」を策定しております。令和６年度県工事事故防止対策事業計画では、工事事故の発生傾向を踏ま

え、事務所ごとに安全管理目標及び具体的な取組を定めて、重点的に実施していくこととしております。 

このことから、住宅課では、下記のとおり安全管理目標を設定し、目標達成のための具体的な取組を掲げ、

事故防止に取り組んでいくこととします。皆様のご協力をお願いいたします。 

安全管理目標 

労働災害について 

・労働災害「０件」を目標とします。 

・特に、墜落・転落災害、転倒災害への対策を徹底する。 

公衆災害について 

・公衆災害「０件」を目標とします。 

・特に、飛来落下災害、交通事故への対策を徹底する。 

具体的な取組 

○県営住宅工事特有の注意点等を施工者と共有する。 

○「墜落・転落」「転倒」事故が多いことから，危険の見える化や４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）の徹

底、墜落制止用器具、防滑靴の着用など安全パトロール等を通じて指導する。 

○掘削作業を行う場合，埋設管接触事故が生じないよう，埋設管の有無について事前確認を徹底する。 

○「慣れ」や「慢心」が原因となる事故が多いことから，監督職員の現場点検、安全パトロールを通じ 

て注意喚起を行う。 

住宅課の事故事例 

○仕上がり確認のため４階足場を歩行中、踏み外して３階足場上に転落し、負傷した。 

○場内で試掘した箇所に入居者の知人が足を踏み出したところ、陥没して擦り傷を負った。 

○枠組み足場の端部ストッパー材を足場３層目から４層目に荷揚げの際、作業員が誤って手を滑らし 

てしまい落下させ、駐車してある入居者の車に跳ねて損傷させた。 

○県営住宅の駐車場において、発進した時にハンドルを早くきり過ぎたため、隣に駐車していた車に接 

触させた。 

○防露パネル設置工事中、パネルを落としてしまい、足場に当たり跳ね返ったパネルが住宅の窓ガラス

に当たり、ガラスを破損させた。 
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